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コーナー■からだでなっとく

バランス棒

展示物

おもりがついている棒を，手のひらの上でバラン

スを取りながら立たせる実験．おもりの位置によっ

てバランスの取りやすさが違うことを体験する．

装置・演出

木製の丸棒におもりを取り付けている．棒は２本

用意した．１本は棒の先，もう１本は棒の途中にお

もりを取り付け，どちらがバランスを取りやすいか

比較する．棒は手のひらに乗せてちょうどいい太さ，

長さにした．

棒が倒れることで体験者以外の観客にあたる事故

を考慮して，棒の先にはひもを取り付け，１端を壁

に固定した．

設計・製作

径が１０φ，長さ１�の丸木棒を着色して使用した．
手のひらに乗せる部分は丸く削って痛くないように

している．おもりは金属カラーを丸木棒に通し，セ

ットカラーで固定して作った．おもりの外側にはク

ッション材，布を巻き付けている．布の固定は接着

剤とインシュロックを使用した．安全対策のひもは，

棒の先にヒートンを刺して結び付けた．ひもはナイ

ロンテグス，壁への固定は吸盤を使用した．

運用・問題点

以前，棒を金属パイプとして同様の装置を作った

が，金属パイプが重く，体の小さい体験者には実験

が難しくなった経験があった．今回は棒を木製にし

てその分おもりを軽くして製作した．軽いので，今

回は年少の体験者でも楽に操作できたようだ．しか

し，軽い分強度が足りずに，棒は何度か折れた．折

れる場所はおもりの傍であった．２分割する折れ方

ではなく，木が割れるように折れたので，装置の破

損で体験者が怪我することはなかった．構造が簡単

なので折れた棒を取り替えることで対応できたが，

この構造では期間限定の展示物でないと対応しきれ

ない問題点を含んでいる．
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